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と基準

教科書等 電気学会大学講座「電子物性基礎」　大場　勇治郎　他　執筆、電気学会

備考
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

定期試験（後期中間試験　35%、学年末試験　35%）、課題レポート10%、ノート検査　20%の重みとして評価する。
授業目標３．(C1-3)が標準基準(6割)以上で、かつ科目全体で60点以上の場合に合格とする。評価基準につい
ては、成績評価基準表（ルーブリック）による。

学年末試験の答案返却と解説

エネルギー帯理論（クローニッヒ・ペニーのモデル）

結晶内の電子の運動、結晶中を流れる電流

第４章　固体のエネ
ルギー帯理論

学年末試験

格子振動

固体の比熱（エネルギー等分配則、アインシュタインモデル）

固体の比熱（デバイモデル）

第３章　格子振動と
格子比熱

金属の自由電子モデル、ブロッホの定理

固体の結合力第２章　結晶の構造

理想結晶の構造、結晶構造の実例

最近接粒子間距離、配位数、充てん密度、単位胞中の粒子数

後期中間試験

物質の粒子性と波動性・波動方程式

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（プログラム対象科目のみ）

実践指針のレベル
（プログラム対象科目のみ）

C. 工学的な解析・分析力及びこ
れらを創造的に統合する能力

(C1) 機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化
学、生物工学、材料工学などの専門的技術を身につ
け、これらの技術を複合的に活用して、環境エネル
ギー工学、新機能材料工学、医療福祉機器開発工学
等の分野に創造的に応用することができる。

(C1-3)機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、
生物工学、材料工学のいずれかの課題に、修得した専
門知識を応用できる。

　　授業目標

物質の粒子性・波動性、波動方程式、シュレーディンガー方程式、固体の結合力、結晶構造、格子振動、格子比熱、自由電子モデル、
ブロッホの定理、エネルギー帯理論、結晶内の電子の運動等を学習して、以下に列記した各項目を行うことができる。
１．結晶構造から電気的な性質を考えることができる。
２．エネルギー帯理論から電気的な性質を考えることができる。
３．電気電子工学に関連した課題に、電子材料の知識を応用できる。(C1-3)

授業計画

ガイダンス

第１章　シュレー
ディンガー方程式と
その解

シュレーディンガー方程式の導出

井戸形ポテンシャル

　　授業の概要

最近の物性に関する研究の発展には目を見張るものがある。また、CPUの高速化や多種多様なメモリの登場、光技術の発展等も著し
い。短時間における科学技術の発展は人類の歴史始まって以来のことであろうと思われる。これらの科学技術の発展の原動力あるい
は基礎となっているのが物性理論および実験である。物性、すなわち物質の性質は原子核のまわりの電子の配置によって説明でき
る。これまでの物性研究は主としてこれら電子の状態に関するものである。この講義でも電子物性に関する事項について扱う。物質中
の電子の状態はシュレーディンガー方程式によって支配されている。したがって、電子物性を理解するためには、このシュレーディン
ガー方程式を理解するのが基礎である。第1章において、この方程式について扱う。ここでは、量子力学的な電子に対する描像と古典
物理学における電子に対する概念の違いを述べる。また半導体およびデバイスを重点的に扱う。さらに、物性全般的な立場から、結晶
の性質、熱的性質、誘電的性質について扱う。

本校学習・教育目標（本科のみ）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成27年度　沼津工業高等専門学校シラバス

５年

科目

電子材料 後期

担当

遠山和之

電子制御工学科 Electronic Materials
２学修単位　(講義30+

自学自習60)
TOHYAMA Kazuyuki



学籍番号

A B C

未到達基準 標準基準 70% 20% 10%

１．結晶構造から
電気的な性質を
考えることができ
る。

□固体の結合力を５つ挙げる
ことができる。
□単純立方、面心立方、体心
立方等、理想結晶の代表的な
結晶構造を知っている。

□固体の結合力と電気的な性
質の関係について説明するこ
とができる。
□ミラー指数、原子座標を理解
し、説明できる。

35

２．エネルギー帯
理論から電気的
な性質を考えるこ
とができる。

□シュレーディンガー方程式を
知っている。
□量子数を知っている。
□量子数と軌道の関係を知っ
ている。

□絶縁体と導体の違いをエネ
ルギー帯理論から説明するこ
とができる。

35

３．電気電子工学
に関連した課題
に、電子材料の
知識を応用でき
る。(C1-3)

□材料の中に、電気をよく通す
導体と電気を流しにくい絶縁体
が存在することを知っている。

□電子材料の知識を応用し
て、例えば、電動機の回転子
や固定子に用いる絶縁材料と
半導体である集積回路に用い
る絶縁材料に要求される特性
の違いを考えることができる。

10

４．ノート評価
□授業内容のメモを残してい
る。

□授業中に板書した内容を
ノートに整理して記述している。

20

備考

「電子材料」の成績評価基準表

授業目標
到達基準

評価割合(100%)

優秀基準

Ａ：定期試験

Ｂ：課題レポート
氏名

Ｃ：その他（ノート検査）

□授業中に板書した内容をノート
に整理して記述し、誰が見ても分
かりやすいノートになっている。

□NaClやダイヤモンドなどの結晶
構造を説明することができる。
□Naの単結晶、NaCl、ダイヤモン
ド等のよく知られた材料の電気的
な性質について結晶構造から説
明することができる。

□ブロッホ関数とクローニッヒ・ペ
ニーのモデルから結晶になるとエ
ネルギー帯が形成されることを説
明できる。

□電子材料の知識を応用して、例
えば、電動機の回転子や固定子
に用いる絶縁材料と半導体である
集積回路に用いる絶縁材料に要
求される特性の違いを定性的に
説明することができる。


